








要約:1974 年から尿糖検査による糖尿病スクリーニングを行った結果,1990 年までに中学

生を中心とした小児期発症 NIDDM136 名を発見した。発見数に性差は認められなかったが,

女子例では肥満度40%以下の症例が60%を占めたのに対し,男子例では61%が肥満度41%以上

を示していた。これらの症例の肥満度と血糖コントロールの関係を追跡し,眼合併症につい

て検討した。 


